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し
た
。 

 

学
生
ら
は
、
願
い
事
を
短
冊

に
書
い
た
り
、
折
り
紙
飾
り
の

作
り
方
を
英
語
で
教
え
、「
七
夕

の
歌
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。
チ

ー
ム
対
抗
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ

ー
ム
で
は
、
形
態
模
写
を
楽
し

み
な
が
ら
文
化
の
違
い
に
触
れ

ま
し
た
。 

 

大
家
部
長
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
通
信
販
売
の
ト
ラ

ブ
ル
や
、
携
帯
電
話
を
利
用
し

た
詐
欺
な
ど
、
最
近
の
悪
質
、

巧
妙
な
犯
罪
手
口
を
紹
介
し
て

注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
前

交
通
部
長
と
し
て
、
免
許
取
立

て
、
あ
る
い
は
取
得
し
よ
う
と

し
て
い
る
学
生
に
安
全
運
転
の

心
構
え
も
話
し
ま
し
た
。 

 

金
沢
学
院
短
期
大
学
の
プ
レ

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
特
別
講
義
は
七
月

二
十
日
、
講
堂
で
行
わ
れ
、
石

川
県
警
刑
事
部
長
の
大
家
守
男

氏
が
「
最
近
の
犯
罪
情
勢
に
つ

い
て
～
事
件
・
事
故
に
遭
わ
な

い
た
め
に
～
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
ま
し
た
。 

 

 
講演する大家刑事部長 

文
学
部
で
国
際 

交
流
の
第
二
弾 

 
文
学
部
の
第
二
回
国
際
交
流

活
動
は
七
月
二
十
日
、
米
国
人

高
校
生
十
人
を
迎
え
て
行
わ

れ
、
日
本
語
教
授
法
受
講
の
学

生
が
「
七
夕
遊
び
」
を
テ
ー
マ

に
語
学
の
指
導
方
法
を
学
び
ま 

演
目
＝
写
真
上
＝
と
各
教
室

を
会
場
に
し
た
展
示
＝
写
真

下
＝
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。 

 

二
学
期
制
の
導
入
に
伴

い
、
昨
年
か
ら
夏
休
み
前
に

時
期
を
ず
ら
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
は
食
中
毒
な 

 

金
沢
東
高
校
の
文
化
祭
は

七
月
二
十
二
日
、
校
内
で
行

わ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
各
種 

ス
テ
ー
ジ
、
各
種
展
示
に
ぎ
わ
う 

金
沢
東
高
校
で
真
夏
の
文
化
祭  

 

自
己
表
現
力
を
高
め
た
」
な
ど

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。 

 

写
真
記
者
の
島
田
さ
ん
は
、

「
実
は
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
の
知

識
は
全
然
な
か
っ
た
が
、
何
に

興
味
が
あ
る
か
で
職
種
を
選
ぶ

こ
と
が
大
切
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
し
た
。 

津
美
（
ウ
イ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
、
美
術
文
化
学
部
）
、
吉
見

沙
織
（
丸
菱
、
美
術
文
化
学
部
）

の
皆
さ
ん
で
、
平
成
十
年
度
か

ら
十
五
年
度
ま
で
の
卒
業
生
。 

 

卒
業
生
は
「
新
聞
を
読
ん
で

知
識
を
増
や
し
、
時
事
問
題
に

強
く
な
っ
た
」「
活
字
に
触
れ
て 

 
後輩たちに就職活動のアドバイスをする卒業生＝講堂 

活
字
に
触
れ
自
己
表
現
力
を 

学
院
大 

就
職
講
座
で
先
輩
が
助
言 

 

金
沢
学
院
大
学
就
職
委
員
会
と
就
職
指
導
部
は
七
月
十
六
日
、

講
堂
で
、
就
職
教
育
講
座
の
一
環
で
あ
る
卒
業
生
講
演
会
「
先
輩

に
聴
く
」
を
開
き
、
在
学
生
約
二
百
十
人
が
、
卒
業
生
六
人
の
体

験
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。 

 

職
場
体
験
実
習
の
準
備
講
座 

講
演
し
た
先
輩
た
ち
は

島
田
美
希
子
（
北
國
新
聞 

社
、
文
学
部
）
、
畠
山
瑠
美

子
（
金
沢
信
用
金
庫
、
文

学
部
）
、
山
崎
崇
（
三
谷
産

業
、
経
営
情
報
学
部
）
、
關

谷
瑞
晶
（
北
陸
マ
ツ
ダ
、

経
営
情
報
学
部
）
、
鳥
越
奈 

 

就
職
に
向
け
た
職
場
体

験
実
習
の
準
備
と
し
て
七

月
七
日
か
ら
十
四
日
ま
で

四
回
に
わ
た
っ
て
マ
ナ
ー 

研
修
が
行
わ
れ
、
参
加
し

た
四
十
人
の
学
生
が
、
企

業
内
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
を
学

び
ま
し
た
。 
 

こ
の
う
ち
第
二
回
講
座

＝
写
真
＝
で
は
、
西
川
峰

高
教
授
の
指
導
で
服
装
や

礼
儀
や
所
作
の
基
本
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
話
し
方

の
基
本
と
し
て
「
恐
れ
入

り
ま
す
」「
か
し
こ
ま
り
ま

し
た
」「
お
待
た
せ
し
ま
し

た
」
な
ど
十
個
の
用
語
を

マ
ス
タ
ー
し
ま
し
た
。 

大
家
県
警
刑
事
部
長
が
短
大
で
講
演 

 

パ
ソ
コ
ン
に
向
か
い
実
技
指

導
を
受
け
る
受
講
者 

＝
２
号
館 

無
料
ソ
フ
ト
の 

使
い
方
を
指
導 

第
二
回
土
曜
大
学
開
く 

基
礎
教
育
機
構
主
催
の
土
曜

大
学
第
二
回
講
座
は
七
月
三

日
、
２
号
館
で
、「
オ
ー
プ
ン
オ

フ
ィ
ス
を
使
っ
た
表
計
算
処

理
」
を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
ま
し

た
。 岡
田
政
則
教
授
が
参
加
者
に

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
ィ
ス
と

互
換
性
の
あ
る
無
料
ソ
フ
ト

「
オ
ー
プ
ン
オ
フ
ィ
ス
」
を
紹

介
し
、
エ
ク
セ
ル
と
同
様
の
表

計
算
ソ
フ
ト
の
使
い
方
も
実
技

指
導
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

約
三
時
間
の
実
技
練
習
で
、
グ

ラ
フ
や
表
の
作
り
方
や
関
数
の

使
い
方
な
ど
の
基
本
を
学
び
ま

し
た
。 

 

次
回
の
土
曜
大
学
は
八
月
七

日
に
行
わ
れ
ま
す
。 

 

ど
の
防

止
の
た

め
、
生

徒
ら
運

営
の
模

擬
店
は

中
止
さ

れ
ま
し

た
。 

 


